










(要約)宮崎県では日本母性保護医協会宮崎県支部の ATL ウイルス母子感染防止対策事業に

より各施設で妊婦の HTLV-1 抗体のスクリーニングがおこなわれている。また、HTLV-1 キ

ャリア妊婦の保健指導をおこなうにあたり家族内感染及びキャリアより生まれた児に関す

る追跡調査は重要な問題である。

今回我々は、日本母性保護医協会宮崎県支部のATL ウイルス母子感染防止対策事業でおこ

なわれた調査成績と当科における HTLV-1 抗体陽性妊婦家系調査及び出生児の追跡調査を

おこなった結果を報告する。

昭和 62 年 10月から平成元年11 月までの約 2年間に妊婦 14,362 例にスクリーニング検査

(PA法)をおこない陽性は926例(6.45%)、その中でWB法で陽性であったのは741例(5.16%)

であった。

また、宮崎医科大産科婦人科で HTLV-1 抗体陽性妊婦の 24 家系を調査したが、夫の抗体保

有率は 45.8%であった。さらに出生児の追跡調査では生後 1 年たっても完全に抗体が消失

していない例もあり調査の重要性が示唆された。


